
海外に向けたコンテンツ流通促進のために 

 

コンテンツの魅力により日本そのものの魅力をアップし、日本への興味・愛着を増進さ

せることができる。観光誘致や日本商品購入にも直結する。しかし、アジア諸国との競争

激化により、日本コンテンツの露出は減少傾向にある。 

 

１） コンテンツを発信するためのプラットフォーム支援 

 韓国は日本に放送プラットフォームを設立し、ドラマや K-POP を放送している 

① KBS World（KBC） 

② KNTV（SBS）－MBCの番組も放送 

③ Mnet（CJ Japan）－ CJ Entertainmentの日本法人 

 

J-COM番組表より 

２） 権利処理の円滑化 

 海外利用に対する実演者の権利処理、音楽著作権処理等をより円滑に 

 海賊版対策には、国内と同時（サイマル）な発信が必要 

３） 翻訳コストの負担軽減 

 ファンサブ・スキャンレーションに対抗するには、翻訳コスト負担軽減が課題 

４） コンテンツ販売促進へのインセンティブ 

 海外ロイヤリティー収入に対する税制支援 

 海外放送権料に対する直接的支援 
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